
校報告

0

ｉ
轟
盤
・

‥
４
・Ｉμ1979 HAJ

轟畿

爾 鰯

，
， 一一一

１
轟
識 ニ

1凛

■
〓
”

■

一
■

一
●

）

:饉 |



∞¨″,●の

“

■″,“Ⅲ″,"ヽ″,‐
“"“"‐

0●‐ ‐ ‐
“"∞
●

“

●|″口
"‐
‐ ‐

“
"■
●●●|●‐い‐

“"

1981年ヒマラヤ登山学校隊員募集 :
ナンダ カー ト (661l m) _証可里晟夕馨

HAJで は 1人でも多くの意欲ある登山者にヒ
マラヤ遠征の機会をと、 1977年以来四度にわた

って延べ 90名近い会員をヒマラヤ登山学校隊と

して派遣してきました。このヒマラヤ登山学校は

確かな技術と経験を有する指導者 (イ ンストラク

ター)の統活のもとに、安全確実を第一にできる

だけ多くの隊員が頂上に立つことを目標として実

施するものです。

国内における企画 0研究・ 準備実務からはじま

り、登山現場での高所登山技術の修得、帰国後の

総括・報告までの遠征のすべての過程に隊員が参

画して行なうことをモットーにしており、単なる

パック登山とは全く異なっています。

81年度は、ガルワールヒマラヤの名峰ナンダ

・ カート(6,61l m)に て実施する予定でおりま

す。ふるって御参加下さい。

実施要項

目 的

時 期

負担金

定 員

申込み

この登山隊の旅行手続は、(榊西遊旅行が担当しますc旅行X代理店業1976号

田 村 俊 介

力ベ リ氷河の最奥にあるチ ョゴリザ南壁は、下部の雪壁と上部の三段階に分れた ピラミッド型の岩壁

とから構成 されている。幅広い雪の東壁に代表されるこれまでのチ ョゴ リザ とは、まったく異質の印象

を与えられる。

E7=A No1oe
坂 下 直 枝

4. ヒマラヤニュース<地域・ トピックス・インフォメーション・新刊>

7.日 本ヒマラヤ会議報告

8. 1980HAJ登 山学校報告・ケグルナー ト・ ドーム登頂

17.東京都山岳連盟海外登山研究会報告

遠 征 学 入 門 清  水   澄18.

20.

「
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睡二劇

トレッキング許可で登れる山③<コ ンデ・ り>― 岩 橋   崇

①ナンダ 0カ ート(6,61l m)登 頂

②ヒマラヤ登山の基礎修得

1981年 9月 13日 ～10月 12日

29日 間 (BC以上の登山期間 15日 )
69万円

20名 (申 込順 )

インストラクター4名 (ド クター含む )

1980年 12月末までに下記宛申込むこ

と(資料を送ります )

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル506 日本ヒマラヤ協会
TEL 03-367-8521
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ヒマラヤ放談



連載 《21》

ヒマ ラヤ放 談

今春カンチェンジュンガの覇者となった彼、坂

下直枝氏はこの冬、単身アンナプルナヘ向 うとい

う。冬期に単独で3000メ ートル峰をというのは

世界でもまだ例がない。今月は冬のアンナプルナ

をどう登るかに焦点をあててインタビューを試み

てみた。この本が出る頃、彼はもうネパールにあ

って偵察を終え、本番に向 ってスター トしている

ことだろう。 坂下 直枝

●『 いいん じゃないか 』と考えて…
¨

一
今度は冬のアンナプルナヘ 1人で行かれ

るそうで……。すごい計画ですが、いつ頃思いた

ったんですか?

坂下 去年の 5月 頃ですね。カンチの許可交渉
でネパールヘ行った時に冬のシーズンがオープン

になると聞いたもんだから……。で、夏にシャル

マ氏 (ネ パール政府観光省登山局長 )が来日した

時に仮申請書を出しておいた。

一
最初から1人でやろうということだった

んですか?

坂下 最初は 2人 ぐらいでと考えていました。
1人で行こうと決めたのは、去年の暮頃のことで

す。

一
特に意識的に単独にしたんですか? そ

れともたまたまパートナーが得られなくて 1人に

なったわけですか?

坂下 この場合、パー トナーといっても条件が
絞られるでしょ。アルパインスタイルで高所活動

のできる人間となると、同志会でも非常に限られ

てくる。一番いいのはカンチをやった仲間なんで

すが、この連中は今は帰ってきたばかりで金も暇

もなかなか自由にならない。あとはカンテガやタ

ムセルクに行った若手の中からということになり

ますが、どうも今ひとつ絞り切れなかった。そこ

でちょっと発想を変えて 1人で行けないものかと

考えてみた。考えてみるといいんじゃないかと思

うようになった。「セヽいんじゃないか」ってのも

変なハナシだけど C縫 )。

一
坂下さんのキャリアからすれば「いいん

じゃないか」なんでしょうけど(笑ヽ ただ一般的

にはものすごいことですよ。

坂下 冬で 1人 ってのは、世界でもまだないで
すよ。

一
 やるにあたってどんな気持? よ―し、

一発っていうようなしゃかり気になった気持です

か ?

坂下
・
いや、そういうのあんまりないんです。

まあ、ないっていったらちょっと語弊があるけど、

重圧感はあまりない。というのは、この春もうま

くカンチに登れたし、8,000ち ょぼちょぼの所な

ら、合計 4往復ぐらいしている。そこで雪洞掘っ

たりもしたけど、結構作業もできるんですよ。だ

から8,000チ ョボチョボぐらいなら自分なりに動

ける自信があるわけです。あと技術的にはアンナ

プルナの場合はそれほどめんどうではないし。

● 精神的には冬のアルプス

ー
ルートはどっちを選びます? クラシッ

クルートとオラングルートと……。

坂下 まだ決めてないんですよ。実際に行って
見てから決めるつもり。フィックスは400メ ート

ルしか持ってかないから、おのずと登はんルート
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は限定されてしまうでしょう。

一
登り方はどんなふうにするんですか?

坂下 あそこは普通キャンプ5つなんです。

一
静岡隊も5つでしたね。

坂下 そう。フランス隊も5つ。これを3つに
減らすつもり。キャンプ間が遠くなって大変だけ

ど、減らさないことには荷上げが多くなりすぎて

どうしようもない。 Clか C2ぐらいまではシェ
ルパを使います。これは2人予定している。

一
登山期間はどのくらいですか?

坂下 短期間です。 BC以上 20曰 くらいかな。
お金もあんまりないし、あと精神的には冬のアル

プスの登はんと同じだと思う。寒気と風がものす

ごいし、1カ 月も2カ 月も1人でそういう情況に

耐えられるかというと、これはちょっとむづかし

いと思う。だから12月 1日 ～20日 と最初から

決めておいて、その期間内に決着をつけるつもり。

20日 までに登れなければあきらめるよ。かなり

賭的な要素が強いと思う。

一
キャンプ展開はどんなふうにするんです

か?

坂
~F BCが

4,400、 そこから1200あがって

5,600か、できることなら5,800に Cl。 そのあ

と6,500～ 6,600ぐ らいにC2。  ファイナルは
7,500ぐ らいと考えている。

一
 ファイナルはかなりあげるんですね。

坂下 春か秋なら、7ρ00ぐ らいの所から8卿0
をかせぐのはそう困難なことではない。この前の

カンチでも7,900か ら8,600ま で標高差700の ア

タックだった。8,000を抜いた高度で充分 1日 で

700かせげたわけだから7,000～ 8,000間ならま

ず 1,000はかせげると思う。だけど冬でしょ。行

動時間がぐっと短縮されてしまう。まず朝のスタ

ートがどうしても7時 ぐらいになってしまうと思

う。そこへもってきて日の暮れるのが早い。 4時

ぐらいにスタートして夜の8時ぐらいまで行動で

きる季節とは訳が違う。気象条件も当然厳しいし、

だから冬の場合ファイナルはどうしても高くあげ

る必要がある。

一
荷上はかなりあるんですか?

坂下 けっこうあるんです。BCよ り上が150
時、まあないといえばないけど、でも1人の荷物

としてはかなリヘビーですよ。だからC2までは
シェルバに手伝ってもらわないと、僕 1人ではあ

げ切れない。春や秋に比べると装備なども根本的

に違ってきますから、どうしても重くなってしま

つo

一
今回の登山のために何か特別な装備を用

意されたんですか?

坂下 ええ、テントとか衣類は意を用いました。
まず衣類はダクロンの下着を着て、その上にまた

ダクロンの上下、その上に羽毛服上下、もし寒か

ったらさらにもうひとつ大型の羽毛服を着ようか

と思っている。

一
モコモコになりますねは[ゝ

坂
¨F ええ、モコモコ。ただ 7,500か ら上って

いうのは斜面が一定していますから、それでも充

分動けるんじゃないかと思う。傾斜はたぶん25

度ぐらいだろうから、富士山の上のほうより寝て

いる。ただジェットストリームで雪がみんな飛ば

されて蒼氷になってるんじゃないかな。だからア

イゼンはしっかり研いでいくつもり。

● 10～ ll月 に偵察、 12月 本番

一
気温はどのくらいと踏んでいますか?

坂下 カンチの時、3月 中旬の 4,500で マイナ
ス20度だった。これが4月 に入ると0度まであ
がっちゃうんだけど、厳冬期だとBCの位置で∞

度ぐらいいくんじゃないかと思う。 そ うすると
8,000ではマイナス50度 という計算になってくる。

一
テントはどういうのを使うんですか?

坂下 ドーム型で普通のより支柱を 1本多くし
てテープを貼ったりして強度を強くします。アイ

ゼンの着脱などはテント内でできるようにして、

キジもテント内でできるように細工する。

一
その点、 1人 というのはいいですね。

坂下 ええ、何をやってもかまわない。くさい
のは自分が我慢すればいいだけだし Ct)。

- 10月
9日 に出発して、アンナプルナに

とりかかる前にどこかで順応 トレーニングみたい

なことをやるわけですか?

坂下 順応っていうか、偵察をしようかと思っ
てる。というのはキャラバンルートが悪いんです

よ。途中に トロプギン峠という4,300の峠がある
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んだけど、ここが雪が深い。この峠からまた3日

ぐらいかかるんだけど、ポーターが行きたがらな

い。そこの所の トランスポートが問題なんです。

- 10月
のうちに運んでおくというのは?

坂下 盗難の恐れがあるから、ちょっとできな
いですね。本番の時に何とか方法を講じて運び込

むしかない。時と場合によってはヘリも考えてい

る。ただ、お金のほうが厳しくてね。

一
お金のほうはどのくらいかかるんですか。

坂下 300万 くらいかかる。支給品にかなりか

かるんですよ。それから人件費にしてもその トロ

プギン越えの時ポーター1人 50ル ピーが相場と

いうから……。

一
秋とか春の相場がですか?

坂下 ええ、冬ならもっとかかるでしょう。ま
あ大雑把にいって国内 150万 、国外150万 という

ところかな。もしヘリを使うとなると、またもっ

とかかる。

一
どこかスポ /サ ーがついてるんですか?

坂下 いや、今のところまったくないです。殆
ど借金ですよ。

● いい計画は の ってる時 に… ¨

一
今後のことですが、もうジャヌーのよう

な包囲作戦はやるつもりはないんでしょうね。

坂下 まったくないですね。これからは大登山
隊というのは、社会的にも難しくなってくると思

いますよ。

- 83年
にはエヴェレストの計画をお持ち

ですね。あれはどんなふうにやりますか?

坂下  4～ 5人で、まあアルパインスタイルと

まではいかなくても、カンチよりもう少しスマー

トにして無酸素で南西壁へ行きたい。ただ許可の

ほうがどうなるかですが……。

一
東南稜に行く隊があるんでしょ。

坂下 アメリカが東南稜に行く。この隊の了解
をとらなければならない。

一
南西壁はどっちのルートヘ行かれます?

坂下 う―ん、その辺はまだ決めてない。あそ
この壁はものすごく資料が揃ってるし、同志会の

中でも行った人間は多いから検討材料には事欠か

ない。でも力/チ より250メ ートル高いからね。

そのカンチにヨタヨタで登ってるから、そこから

250というとかなり大変だと思う。

一
大変でしょうけど、でもすごくのってる

時だから突っ込めるんでしょうね。

坂下 こう、なんていうか人間ってのはのって
る時と沈んでる時と波があるんですね。

一
それは本当にありますね。

坂下 ファーッと燃えてる時じゃないと遠征な
んてできないよね。で、ひとつの目標に向って燃

えてる時ってのは、次々と新しい計画が生まれる

ものなんだなあ。

一
そう、遠征の計画ってのは、遠征の準備

をしてる時に生まれることが多いですね。

坂下 今度のアンナの計画も力 /チの準備で忙
しく動いていた時に考えついたことだしね。ジャ

ヌーの準備をしていた時は、ノシャックをアルパ

インスタイルで登ろうという発想があった。死ん

だ大木と二人でね。当時はまだヒマラヤでのアル

バインスタイルなんてまったくなかったから、新

鮮味がありましたよ。実際には、ジャヌーに登頂

できなかった隊員を一人たきつけて、あと坂野先

生と三人で行ったけど、ひどい高度障害にかかっ

て逃げ降りてきた(笑)。 いずれにしても精神的な

高揚期ですよ。

一
そういう時代にやれるだけのことをやり

たいものですね。ア/ナ プルナがんばって下さい。

今日はありがとうございました。

(イ ンタビュー構成 :角田不二 )

カンチェンジュンガ遠征隊募金について

1981年 HAJが主催するカンチェンジュンガ
遠征隊は、8500m三山を縦走するという空前絶

後の計画です。HAJ会員一人一人の皆様のご協
力を是非お願い申し上げます。

≪ 募 金 要 領 ≫

。金額 1口  1万円
。払込 日本ヒマラヤ協会 (力 /チ )

ふ_ゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅ‐ゅゆゆゆ
`
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≪インド>
シッキム・ヒマラヤオープン!?

ニュー・デリーのエージェントCOX&KINGS社
のGUPTA氏 からの情報によると、シッキム●ヒ
マラヤが来年度より外国人登山隊に向けてオープ

ンされるとのことである。協会では早速 IMF事

務局長のムンシー 0ラ ム氏にこの件につき問い合

わせてみたが、同氏からは確たる解答は得られな

かった。しがしGUPTA氏はデリーの有力山岳会

のメ /パ ーであり、その情報にはある程度の真憑

性はあると考えられる。同氏の話によると、オー

プンされる地域は西部シッキムで、パ ンデ ィム

(6,691m)、 ゴーチャ・ ピーク(6■ 27m)、 ガブ

ルー連峰などがその対象になるとのことである。

しかしカンチェンジュンガのシッキム側からの登

山については、解禁の可能性は今のところまった

くないと語っていた。

ネパール に水彩絵具 を寄贈

この夏、銀座アートホールにてネパール油絵展

を開催した藤江幾太郎画伯 (本会監事 )は 、ネパ

ール美術家協会 (NAFA)に 国際美術家連盟

(IAA)日 本委員会を通じ、水彩絵具を贈ること

となり、さる8月 4日 寺田竹雄 IAA日 本委員長

及びホルベインエ業の吉田肇代表とともにネパー

ル大使館を訪間、大使に謁見し伝達方を依頼した。

なお画伯は 10月 23日 より3カ 月の予定でネ

パールヘ取材に出かけており、NAFAと の交流
も行なってくる予定でいる。

訃報

照井博 氏ガネ ッシュⅢ に逝 く

会員の照井博氏 (35)は、ネパール愛知合同ヒ

マラヤ登山隊 (今井祥司隊長 )の隊員として、ガ

ネッシュヒマールⅢ峰 (7,130m未 登峰 )をめざし

て活動中雪崩に襲われ、他の 2隊員とともに行方

不明になった。氏は昨年のHAJ登 山学校キャシ
ー・ ドラル隊の隊員であったが、同隊の佐々木正

インストラクターによると隊の中で最強であった

とのことで、その死が惜しまれる。

高所順応研究会

東京都山岳連盟では、遭難事故の要因に高所順

応不足が非常に多いことを鑑み、下記の要領で高

所順応研究会を開催する。

◇日時 昭和55年 12月 24日 (D AM9:00～PM4:00
◇場所 東京都勤労福祉会館 (地下鉄東西線八丁
堀駅下車徒歩 1分 TEL03-552-9131)

◇定員 100名 (定員になり次第締切り)

一般参加可

◇会費 3,000円 (昼食代、資料代含む )

ハガキにて住所・氏名・ 所属団体・登

山計画のある人は登山隊名を記入して

申込んで下さい。開催要項を送 ります。

申込みと同時に下記口座へ会費を払込

んで下さい。

(富士銀行神田支店普通預金 824677

土居正勝 )

※遠隔地の方は前夜宿泊可能です。御希望の方は

その旨、ハガキに御記入下さい。

ヒマラヤ集会

◇ 11月
"日
∈)栃 木県小山市

◇ 12月 6日 (■)茨 城県水戸市
※周辺地区の方には追って詳細をお知らせします。

遠隔地で参加希望の方は事務局 (03-367-8521)

までお問合わせ下さい。

ネパール語を教えます

日本語を勉強するため来日中のネパール青年、

ROシ ュレスタ君が、ネパール語を教えることを
-4-
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希望しています。同君は東京に在住中ですので近

辺の方で興味のある方は下記へお問い合わせ下さ

い。尚、本人は日本語の日常会話に不自由しませ

ん。

G騰素姦・著/土居淑子・訳、「敦違の石窟芸術」

198009、 V+201p、 420円、(中公新書 589)

②中野美代子、「孫悟空の誕生一 サルの民話学

と「西遊記」一 」、玉川大学出版部、 1980010

294p、  1,800円。

③平山郁夫/岩崎吉一・解説、「現代日本画全集

一 平山郁夫一 」、集英社、198009、 132p、

4,800円 、(現代日本画全集第18巻、正価
5,600F])。

④平山郁夫、「シルクロード素描集(2)一 敦燈へ

の道一 」、平几社、 1980・ 9、 130p、 3,800円。

⑤辻直四郎 0訳、「バガヴァット・ギーター」、

講談社、1980・ 9、 416p、 3,200円、(イ ンド古

典叢書 )。

⑥大野徹・井上隆雄、「ビルマの仏塔」、講談社、

1980・ 9、 152p、 3,800円、(世界の聖域・第10

巻 )。

⑦ トーマス●ホーヴィング著/屋形禎亮・榊原豊

治/訳、「ツタンカーメンの秘密」、自水社、
1980・ 9、  332p、 3,200円 。

①山折哲雄、「インド・人間」、平河出版社、

198009、  267p、  1,500円 。

◎辛島昇・桑山正進・小西正捷・山崎元一/著、

「イングス文明」、日本放送出版協会、 19800

10、 242p、 750円 、 (NHKブ ックス 0375)。

⑩中村元、「ナーガルジュナ(龍樹 )」 、講談社、

1980・ 10、 376+4p、  1,500円、 (「人類の知

的遺産」、第 13巻 )。

①井上靖・長沢和俊 ONHK取 材班/共著、「流
砂の道 一 西域南道をゆく一 」、日本放送出版

協会、1980010、 271p、 1,700円。 (「シルク

HIMALバYA NEWS■■
ロード・絲綱之路」、第四巻 )。

⑫岡部一彦、「山の足あと」、東京新聞出版局、

198009、 288p、  1,500円 。

⑩趙撲:初・塚本善隆/監修、日中友好仏教協会・

中国仏教協会 0編、「中国仏教の旅・ 3」 、美乃

美、 1980・ 9、 200p、 2,000円。

⑭並河亮、「ペルセポリスー ベルシアの巨大遺

跡一 」、芙蓉書房、初版・ 1975、 改頂新版・

1980・ 10、  332p、  2,300円 。

⑮真鍋俊照、「曼茶羅美の世界」、人文書院、

1980010、  297p、  2,800円 。

⑩大内穂・編、「危機管理国家体制 一 非常事態

下のインドー 」、アジア経済研究所、 198006

290p、 2,600円 、 (「アジア経済研究所研究双

書」、 291)。

⑫貴州省哲学社会科学研究所・編、「夜郎考 一

討論文集之一一 」、貴陽 (貴州省・中国 )、 貴

州人民出版社、 1979・ 2、 273p、 051元 =310

円、 (中国語版、初版 11,040部 )。

⑩喩翠容・編著、「布依語簡志」、北京、民族出

版社、 198007、 105p、 0.36元=220円 、 (≪

国家民委民族問題五沖叢書之一≫、中国少数民族

語言簡志叢書、中国語版、初版 4,000部 )。

⑩毛慶穏・軍国生/編著、「壮語簡志」、北京、

民族出版社、198007、 132p、 0.43元=260円 、

(≪国家民委民族問題五紳叢之一>、 中国少数民

族語言簡志叢書、中国語版、初版 4,500部 )。

⑩布林特古斯・編、「蒙語正音正字詞典」、包頭

(内蒙古自治区・中国 )、 内蒙古教育出版社、

1977・ 10、 914p、 3.00元=1,200円 。

②莫東寅、「満族史論叢」、北京、生活・ 読書 0

新知三朕書店、 197909、 2版、 205p、 0.54元

=320円 、 (中国語版、2,600部、 1958・ 8、

一版 )。

②中国科学院青蔵高原総合科学考察隊・中国登山

隊/編、「珠穆朗馬峰地区科学考察報告(1975)

・ 高山生理」、北京、科学出版社、 198004、

256p、 4.20元 =2,200円 、(中国語版、精装本=

1,230部 、平装本=1,250部 )。

④平山郁夫、「悠久の流れの中に」、使成出版社、

1980・ 9、 229p、 1,600円 、 (付 0年譜 )。
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② F・ ハリデー著/岩永博・菊地弘・伏見楚代子

/訳 「イランー 独裁と経済発展― 」、法政
大学出版局、 1980・ 9、 359p.、 2,800円。

②深田久弥、「わが山々」、中央公論社、1980

・10、 223p、 300円 、(中公文庫、M135)。

④岡部清子、「私のアンカラ日記」、札幌、ノー

ム●ミニコミセンター、 980円。

②池田温・編、「敦違の社会」、大東出版社、

1980・ 8、 xll+485p、 6,000円 、(講座敦建・第

三巻 )。

②前嶋信次。訳、「アラビアン0ナイト・第11巻」、

平几社、 1980・ 10、 8p+350p+17p、  1,800円

(東洋文庫・ 388)。

④一 、「シルタロードー 旅とロマンの本一 」

笠倉出版、1980・ 11、 162p、 2,000円 、(Sa

kura MoOk1 2)。

⑩イヴォン●シュイナード著/坂下直枝・訳、

「アイスクライミング」、山と漢谷社、 19800

10、  213p、 1,800円。

①北條賢三、「インド文化への回帰」、第一書房、

19800 、260p、 1,600円 、 (大正大学選書・

2)。           (資 料 :藤井 毅 )

新入会員名簿 55.7.29～ 10.21

会員番号  氏 名  入会年月日

小 暮 利 江  55.7.29

Suwadedl Kumar 72 9

速 水  豊   729
伊 藤  守   8.5
武 井  博   8.5
須 田 栄 -  8.5

大 竹 重 信   8.12
加呂真紀子   8.15
柏 木 恒 造   8.18
山 崎 幸 二   8.26

名 塚 達 夫   9.8
星 野 通 明   9■ 3

桶川和気夫   9.13
松 岡 憲 二   920

小 馬 恒 雄1  9.22

山 本 春 雄   9.22

白 石 宣 夫   9.30
大 崎 健 司   9.30

藤 原 一 孝  10.7
林  邦 博   10.7

鈴木治二郎   10.8
吹 田 有 徳  10.18
三 宅 世 展   10.21

1451

1452

1453

1454

1455

1456

1457

1458

1459

1460

1461

1462

1463

1464

1465

1466

1467

1468

1469

1470

1471

1472

1473



日本ヒマラヤ会議報告(高知・福岡)

日時 昭和55年 10月 25日 (■)13時～16時 30分

前夜の雨も上がった土曜日の午後、四国で初め

て開かれるヒマラヤ会議に 32名の参加を得た。

会議は先ず今回の事務局を担当していただいた

国沢鎮雄氏の司会で始まり、山崎清憲・ 高知県山

岳連盟会長の歓迎のあいさつがあった。 13時 30

分から山森事務局長が配布した資料にも.とづいて、

「トレッキング許可で登れる山、6,000m台 の山の

登山」について分析し諸問題について解説した。

資料によれば特にネパールの6,000m峰の死亡事

故は他に比べて際わだって多いことが指摘された。

その原因については幾つかが上げられたが、トレ

ッキングの延長で登れる「山」はなく、許可の方

法や内容を称して「 トレッキング許可で登れる山」

となっていることを認識する必要があることが強

調された。

15時から山森事務局長により、ネパール、パ

キスタン、インド、中国のヒマラヤ地域の最近の

登山情勢が報告された。特に大幅に登山規則の改

正を行なったネパールについては、物価の値上り、

入手しづらい物等も含めて詳細に行なわれた。

15時 40分からは、本年度 20名中 19名が登頂

するという成果を上げたHAJ登 山学校ケダルナ
ート●ドーム隊、3月 から6月 にかけて行われた

カンチェンジュンガ縦走の偵察隊並びにカラコル

ム登山の模様がスライドにより報告され16時 30

分全日程を終えた。

四国のヒマラヤ登山熱も高知を中心に高まって

来ており今後の一層の活躍が期待できる。

日時 昭和 55年 10月 26日 (日 )10時～16時

雨上が りとはいえ肌寒 く強い風の吹く天候の中

東京・ 名古屋から講師を迎え 38名の参加を得た。

山森事務局長の司会により中島信行福岡県山岳

連盟副会長の歓迎のあいさつがあった。 10時 30

分日山協海外常任委員であリカンチ縦走隊の隊員

でもある尾形好雄氏が「 トレッキ /グ許可で登れ

る山、6,000峰登山の諸問題」について話された。

氏は、本年度HAJ登 山学校の隊長として6,000
m峰を経験したばかりなので、体験をもとに環境

順応、高所順応を中心に話された。又、高所登山

を志すための肉体的 トレーニングの必要性を説き

特に継続することが重要であると述べ、そのため

の方法としては、日常生活の中で工夫して トレー

ニングすることを勧めていた。

昼食後の 13時 30分から山森事務局長による

「最近 10年間の日本隊によるヒマラヤ登山の死
亡事故」について解説された。

14時からは、ネパール、インド、パキスタン

の各国の最新登山情報が、三講師から報告され、

質疑を混えて熱心に続けられた。

15時 30分からは、 1979年 ラトック 111条、 1980

年ジュトマル●サール峰の共に初登頂を成し遂げ

た横浜蝸牛山岳会々員でカンチ縦走隊の隊員でも

ある渡辺優氏からスライ ドを使って両峰の登山の

模様が詳細に報告された。

こうして熱気温れる6時間は、あっという間に

過ぎ閉会の後も地元諸氏の取り計らいにより参加

者の有志で博多の街へと繰り出し、登山談義に花

を咲かせていた。

長崎 ヒマラヤ集会報告

日時 昭和55年 10月 27日 19時～21時 於長崎市
高知、福岡のヒマラヤ会議から足を延ばした山

森事務局長を迎えてHAJ長崎会員のほとんどが
参加して行なわれた。最近のヒマラヤ各国の情勢、

ヒマラヤの事故等の話しの後、登山学校、カンチ

偵察の模様がスライ ドで報告され、最近のHAJ
の事業や社団化についての報告がなされた。会場

の時間の都合で長崎の街へ場所を移してからもヒ

マラヤ登山談義が夜遅くまで繰り広げられた。
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ケダルナート・ドーム登頂
6831m

日本ヒマラヤ協会インドヒマラヤ登山隊

1980 HAJ登 山学校は、ガンゴ トリの名峰ケグルナー ト(6,940m)に おいて行なわれた。 出発直前
になって、隊長、副隊長、 ドクターが参加不可能になるという重人間題が発生 したが、急速尾形インス ト
ラクターが隊長に就任、カンチ ェンジュンガ隊から山田、角田がビンチヒックーとして参加するなどの処

置で切 り抜けた。結果は本峰 こそ断念 したものの、ケグルナー ト・ ドーム(6,831m)に 19名の大量登頂

を果すことができた。が、協会側の運営態勢としては今後に大きな問題を残 した登山学校でもあった。

行 動概 要
尾 形 好雄

到着した。

今回のキャラバン用ポーターは、このウッタル

カシで雇うことにしていたが、前日(8日 )に ガ

ンガニ～ダブラニ間で土砂崩れがあって通行不能

になっているとょ うヽのでポーターの雇用を見合わ

せて 10日 は停滞となる。この日の午後、ポータ

ーのアレ/ジ を頼んでいたGarhwal Mandal

Vikas′ Nigam社に立ち寄り、その後の復旧の見通

しを聞くも、その内容は 4日 位はかかるだろうと

か明日は通れるかも知れないとか、いろんな情報

が乱れ飛び、どれを信じてよいのか迷ってしまう。

とりあえず、明日ブキまで行き現場を自分の目で

確めてからキャラバンのゴー・サインを出すこと

にする。

翌、 9月・11日 、尾形、関、リエゾン・ オフィ
サー、GOM・ VoN・ Lのボス4人でブキヘと向う。

ウッタルカシからブキまでは、約 34勧の道のり

であるがオンボロバスの定期便では約 3時間近く

もかかる。

ブキに着いたらネルー登山学校と目黒労山の両

隊が出発するのに賑わっており、この出発風景を

土砂崩れで待機

9月 4日 、先発隊として隊長と北出の 2名が、

AI-309便 にて空路、デリーヘと飛び立つ。
深夜のデリー空港で関隊員と女子雪氷隊の浅野

さんの出迎えを受けホテルに落ち着く。関隊員は

今年 7月 より神奈川大学Ⅱ部ワンダーフォーグル

隊のビエンガパ(カ シミール )登山に隊長として

参加しており、当ケグルナート登山には現地か

ら加わった。

翌 5日 から8日 までの4日 間は、デリーに於け

る先発業務として隊荷の通関、 IMF、 日本大使

館への挨拶、デポ品のチェック、装備・食糧の現

地購入品の買い出し……等、連日慌ただしい日々

を送る。

9月 9日 、先発隊の 3名は、女子雪氷隊の先発

2名 と一緒にデリーを出発し一路ベース●キャン

プヘ向う。先発隊の初日は、チャーターしたデラ

ックス・ コーチに隊荷と共に乗り込んでデリーか

らウッタルカシヘ向う、 15時間にも及ぶ ドライ
プにうんざりしながらも22時、ウッタルカシに
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見てボスがいうには、今日これだけの人間が通れ

ば明日は大丈夫であるからわざわざ現場を見る必

要はないというので乗って来たバスでまたウッタ

ルカシヘ戻り、午後は翌日の出発準備に勤しむ。

本隊 と合流

9月 12日 、バス2台に隊荷、ポーター共々乗

り込んでブキヘと向う。

ブキからはパギラティ河の右岸につけられた車

道を小 1時間も歩くと温泉のあるガンガニに着く。

ガ∠ガニで道は左岸に渡り、暫くすると対岸に1978

年のパギラティ河大崩壊の爪跡が俯敗出来る様にな

り、間もなくダブラニである。ダブラニ・ ランカ間

の55勧は、またバスになり約2時間でランカに着く。

9月 13日 、ランカ●バイロンガティの間は、大

ゴルジュ帯となっており、深く切れ落ちた谷のた

めバスは通れず徒歩となる。小 1時間の登り下り

に一汗かくとバイロンガティでここからガンゴト

リ迄はまたバスとなる。危げなバスに揺られるこ

と30分程でヒンズー教の聖地ガ /ゴ トリに着く。
この日は、当初ポジュバサ迄行く予定であった

がポータ 一ヽ達はチルバサから先へ進もうとはせず

結局、チルバサ泊りとなる。

9月 14日、この日はガウムク迄のわずか 7勧と

いう短かい行程でポーター達も時間をもてあまし

気味の様子であった。ガウムクにはネルー登山学

校の前進基地が有り、我々はパオの様なテントを

借用して一夜を送る。

9月 15日、ナ /ダ ンパ /の BCに向う女子雪氷
の先発隊と別れ、我々はガ /ゴ トリ氷河の舌端の

上を横切ってタポバンの BCに入る。我々のBC
はとりあえず東大のシプリ/隊の BC跡に構える
ことにし隊荷をキープする。

9月 16日、早速、この日からA・BCの荷上げを

開始し、この日キルティ氷河左岸のサイド0モ レー

ン上にA・ BCを建設する。 A・ BCへのルートはシ

プリンの裾をからむようにつけられており、途中

絶えず落石のあるモレーン帯の トラバースには肝

を冷やされる。

我々の隊荷をキープした BCよ り約 40分程タ

ポバンの噴野を突切った所に BCに格好な場所が

あったので BCをこちらへ移すことにし、翌9月

17日 から本隊の到着迄、 BCの移動にかかる。
一方、9月 13日 に日本を出発した山田副隊長以

下 16名の本隊は、18日 に会員元気にボジュバサに

到着した。翌 19日 、本隊々員はボジュバサから

BCを ビストンして高度経験を踏み、 20日 に全

員 BCへ上がった。但し、高度順化が遅れている

者は旧BC泊 りとし、翌日新 BCへ上がらせた。

全隊員 フ ァイナル に到達

丁度、本隊がBCに着いた 19日 からガンゴト

リ氷河一帯の山々は悪天候に見舞われタポバン附

近迄自銀の世界と化す。

3日 間続いた悪天候も過ぎ去り、いよいよポス

ト●モノスーノの好天が訪れた。

9月 22日、A・ BCへの荷上げを再開し、この日

尾形、関の 2名はA・ BCに入り、順化の遅れてい

る 2名はボジュバサヘ下らせる。

降雪後のモレー /帯の通過は落石が物湊く最悪

のコンディションであった。

9月 23日、前日A・ BC入 りした尾形、関の 2名

は Clのルートエ作に向う。まず、 A・ BCか らな
るべくアルバイトの少ないルートを通 りながらキ

ルティ氷河を横断してケグルナート・ ドームから

右下へ派生している冗長な尾根に取 り付く。岩暦

混りの雪道は膝位のラッセルを強いられ思いのほ

か高度が稼せげずこの日の最高到達点は 5,415m

迄で荷物をデポして下る。この日は、新たに 10
名がAOBCに 入る。

9月 24日 、Cl(5,550m)建設。 A・ BC入 りし

た隊員のうち 11名で Cl建設に向う。一度 トレ
ールが着くと前日の苦労が嘘の様にピッチが上が

り、正午過ぎにはClに辿り着く。
9月 25日、前日のCl荷上げを見て体調の良さ

く

バ

ギ

ラ

テ

ィ

と

Ｉ
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マ
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）
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リ
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そうな山田、新郷、関、高瀬、藤岡の 5名 をこの

日Cl泊 りとする。また、ボジュバサヘ下ってい

た隊員も体調を取り戻してA・ BCに上がって来て

ようやく全員が本格的登山活動に出揃う。

9月 26日、Cl入 りした 5名 は、この日6時前
から行動を開始し、C2へのルートエ作へ向う。
ドームヘと続く尾根は、将にスキー滑降に適した

冗長な斜面となって続いており、その中を膝迄の

ラッセルを強いられながら遅々とした歩みで一歩

一歩高度を勝ち取り、正午過ぎにC2予定地 (6,
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280m)に 到着する。途中、クレバス帯と雪壁の所

に 100mの フィックスロープを施こす。

この日は、新たに 10名がClに入り計 15名

がCl泊 りとなる。
9月 27日、昨日C2を建設した 5名はこの日A

・BCに下って休養に入り登頂体勢に備える。

一方、前日Cl入 りした 10名はC2の荷上げ
に向い、6,330m迄の高度経験を踏む。 さらに順

化の遅れていた 5名 もClに上がリステイする。
9月 28日、Clか ら9名が朝から休養にA・ BC
へ下る。前日Clに上がった 5名 と角田はC2迄
の高度経験を踏んでから一気にA・ BC迄下って休

養に入る。 BC以来全隊員が一同に会するのはこ

れが三度日で各テントからは夜遅く迄明かりが洩

れていた。

本峰断念、 ドーム登 頂

9月 29日、この日からいよいよ頂上攻撃に入る。

27日 からアタックに備えて休養に下っていた山

田、新郷、関、高瀬、藤岡の 5名は第一次アタッ

ク隊としてClヘキャンプを進める。
他の 15名はA・ BCに て休養、登頂に備えてノ

ンピリと最後のレストを味わう。
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9月 30日、Clの 5名 はC2へ とキャンプを進
めてアタック前夜を迎える。

このC2か らケダルナート本峰へのアタックは
距離が長い上、ドームと本峰の間がコルになって

いて帰途、登り返えさなければならないなどかな

リシビアなアルバイトが懸念されたが、一応、翌

日のアタックは、午前 3時にC2を出発して本峰
を狙う事としてトランシーバーで打合わせる。

第 2次のアタック隊 15名は、Clに上がる。
10月 1日、アタック当日、C2入 りした 5名の

うち藤岡は初めてのC2ス テイで不調を訴え、ア

タックを断念する。山田が付添いで一緒に残る事

になり新郷、関、高瀬の 3名で第一次アタックを

かける。午前 3時 30分にC2を出発した 3人は

小 1時間も進まないうちに余りの寒さに耐えきれ

ずツェルトを被って暫くの間休む。この頃より高

瀬も調子が悪くなり高瀬は独りでC2に引き返す
ことにし、残り2人でアタックを続行することに

なった。 6時頃高瀬はC2に戻り、高瀬が引き返
してきたので急遠、山田はアタックに向う。山田

が 2人に追いついた後、 9時 10分、 3人は ドー

ムの頂上に到達した。ドームから本峰へのルート

は長く、時間的にも遅くなっていたので本峰は断

念して ドームで打ち切る。

下降に際して関は、6,831mの ドームの頂きか

らスキー滑降を行ない雄大なシュプールを描きな

がらCl迄下る。

第 2次 アタック隊の 15名はこの日C2へ とキ

ャンプを移したが、C2への途中で飯田は不調を
訴え、残念ながらアタック前にA・ BCへ下ること

になる。

10月 2日、ファイナル 0キ ャ/プに 17名 とい

う今迄のヒマラヤ登山では例を見ない様な賑ぎや

かなC2での一夜を過し、第 2次アタック隊は全
員で ドームのアタックヘ向う。サポートとして山

田にC2に残って貰らい、6時 40分 、C2を後
にする。高度も6,000mを越すと雪面は締リアイ

ゼンの領域となる。つい先日迄のラッセルが嘘の

様に発達したシュカブラにアイゼンを利かして登

ること約 3時間半で頂上に辿り着く。

お決りの頂上での儀式も一度に 16名 となると

なかなか大変である。生憎 と北側は濃霧におおわ
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① Clよりのブリグパント(左)とメルー oClと テ
レイ・サガール ⑮頂上に向かうアタック隊



▲頂稜を行く隊員たち

ついに現われてきた。今まで、夢と写真でしか

見たことのなかった、巨大な山塊が。ランカヘの

山道をバスに揺られながら、ガラス窓から見える

白い峰々に思わず胸がいっぱいになる。今回の遠

征隊は言わば寄せ集めだ。メニューで言えば、ダ

ールとカレーに味噌を入れたようなゴッタ煮だ。

皆各々が、自分の山登りを持ち自分の筆で心に描

いたヒマラヤを暖めてやって来た。しかし、初め

てヒマラヤの山を見たこの日のこの瞬間は、きっ

と「やって来たな―。登るんだ。ノ絶対にこの足で」

と、皆一緒にそう感じたのではないだろうか。

9月 14日  タラップを降りたとたんに鳥小舎
のような臭いをプーンと感じる。 40分遅れでデ
リー空港に到着した。ホテル●インペリアルまで

パスで 15分、 3時間の睡眠をとり、8時半、表
の玄関を掃く竹等の音に目が醒める。 10時出発
予定が結局 11時に出発。女子雪氷のバギラッテ

ィ隊も一緒だ。強い日差しの照りつける繁華街に

は、もう多勢の労働者 (?)でごったがえしている。

2台のパスは、クラクションを鳴らし続けて通り

抜けて行く。昼食は ドライブ・インのようなとこ

ろに入り、ホテル製のランチを物足りなさそうに

食べる。 4時、キ ャラバン第 1日 目の宿泊地、リ

シケシに到着。初めて歩くイ /ドの町だ。サモサ

とオレンジでおやつを済ませた。

れ 360° の眺望は得られなかったが、それでも充

分満足できるような幾重にも連らなる重々とした

山なみを眺めることが出来た。

頂上からC2への下降は 1時間半程で無事に下
り、早速、撤収にかかる。

C2撤収後、各自膨れあがったザックを担いで

下山に着く。疲労の激しい 7名がCl泊 りとし、
他の者は一気に A・ BCへと下る。

10月 3日、感激の一夜は明け、この日は全ての

キャンプを撤収して全員 BCへ帰還する。

丸 誠 一郎

9月 15日  コックス社は出発時刻を守ろうと
いう観念が全くない。結局、今日も日が高くなっ

てからの出発となった。今晩はウッタルカッシま

でということで安心もしているのだろう。途中、

峠の村で休み、 リノゴやオンンジ、腹の足しにな
るものを買い込む。斉藤君と二人で、華憐なサリ

ーをまとった若い女性に見とれていた。しかし彼

女達は、恥しいのか奥床しいのか、 レンズを向け
ると後を向いてしまう。ウッタルカッシは、映画

館もあり大きな町だ。宿舎が小学校の前だったた

め、外へ出ると子供達がワーッと寄ってくる。彼

らが盛んに「ジャポニ 0ボ ール./ジ ャポニ .ボ ー

ル./」 と言うのに初めは首をかしげていた。とこ

ろが、今年のプレに兵庫勤労者岳連のシプリン隊

が、バレーボール 300箇 を山村の子供達に寄贈

したのを思い出し(ヒ マラヤ106号 )、 手ぶらで

やって来た我々としては少々気まずい思いをした。

晩飯は、久々にうまいマトンカレーにありつけた。

9月 16日  毎日、紺碧の空だ。ガグナニまで
バス。ガグナニからダブラニまで 14キ ロ、初め

て歩きのキャラバ /が出来た。この辺はかなり軍

隊が入っており、橋等の撮影は御法度だ。ポータ

ーの到着が遅く、ダブラニでは夕刻まで待ちぼう

けを食う。先発の尾形隊長からの手紙を、下山中

の他の隊のリエゾンから受け取った。赤旗用のバ

ンプーを切って来るようにとの事だ。

往路キャラバン
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9月 17日  ランカまでバス。バイロン●ガテ

ィまでちょっと歩き、 2時にはもうガンゴトリに

着いてしまった。シャワーを浴び洗濯をし、手紙

も数枚書いた。夕飯までは山田副隊長、斉藤君の

指導のもとにボルダリング大会、その後は寺院の

中での日印合同盆踊り大会で大フィーパー。村人

が大勢集まってしまった。夜はベッドでノミとの

戦争となった。

9月 18日  体も天侯も絶好調。 8時に歩き始
め、ボジュバサには 1時到着。時 小々雨がぱらつ

き始めた。 19キ ロとはいえ道は良いので楽だ。
バギラッティⅡが眼前に答え立ち、プリグ●パル

バットが雲に見えがくれする。日本の山のスケー

ルとの大きなギャップをつくづく感じる。一体み

して近くの丘を登 り、3,950メ ー トルまでの高度

経験をした。.自分にとって初めての高度という実

感はまだあまりなかったが、この辺から樹木は完

全になくなる分岐線だ。夕食前に、先発の尾形隊

長、北出君両名が関氏をBCに残して下りて来た。

体調を崩したとの話を聞いていたが、思ったより

元気そうで皆ひと安心した。

9月 19日  今日からバギラッティ隊とも別れ
る。朝、お互いの無事と成功を祈っての惜別(?)。

BC(4,350メ ートル)は シブリン東面の真下で、

▲頂上からスタートする関隊員

真夜中の 0時半、「時間だよ」の声にシュラフ

から出る。息苦しくて寝つけなかったので頭がぼ

うとしている。さえない一日の始まりだ。外は星

が見えているがヒュウヒュウと風がある。ガスコ

ンロに火をつけ雑炊を作り始めた。皆んな眠いの

かぼんやリコンロの火を眺めている。藤岡氏は吐

気がおさまらずClへ下るという。パ/パ ソに腫
れた新郷さんの顔は別人のようで、おまけに咳で

小川の流れる草原地帯だ。タポバンに置いた仮 B

Cの近くには、東洋大メルー隊、オランダ隊の B

Cも あり、人気はまだまだ絶えない。ポーターに

より大半の個人装備もBCに集結し、ボジュバサ

ヘ帰幕した。夜は、大野お父さんの差し入れの梅

干しを魚に、パニで酔ったふりをしていた。

9月 20日  曇。ゆうべの雨もお山の上はうっ

すら雪化粧。晩秋の涸沢を思い浮べる。朝、寝起

きは頭痛がひどかったが、歩き始めたら治って し

まった。時 降々る冷雨の中の BC入 りだった。隊

長、副隊長初め 6～ 7人は仮 BCに残った。
9月 21日 昨夜からの雪が正午過ぎまで止ま
ず、積雪は少ないが昨日までとは一転銀世界だ。

角田、関両氏でABCルート偵察。他はBCステ
イとなった。隊長以下仮BCの一行も、夕方荷上

げを完了して集結。ディナーは、リエゾン●オフ

ィサー :ラ ジプ・ ラジも混じえて大関特級をひと

なめ、ささやかながらBC建設完了パーティーと

なった。

いよいよ明日からは本番だ。皆、少なからず緊

張の色を隠せないようだった。メール ●バマーク

のコルの上に赤いルビーのような星がひとつ、妙

に明るく光っていた。自分の体の奥底から何かが

湧き出るような躍動を感じる静かな夜だった。

登頂とスキー滑降

関 久 雄

喉が潰れてしまった。悪いことに山田氏までが不

調でどうしようかと腕組みをして考え込んでいる。

ここ、C2(6,270m)か らケダルナート(6,940

m)までは高度差約 700mだが、一旦 ドームの右

肩に出てそこから約 100m下降してから登り返す
ロングルートだ。下降の個所が少し難しいらしく、

本来ならルートエ作するかもう一つキャンプを出

したいところだが短期間のため今日、明日中に登
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らなくてはならない。そこで結局主峰は取りやめ、

ドームに関、新郷、高瀬が登 り山田氏は藤岡氏と

下るということになった。

3時半、C2を出る。僕はスキーを持っていく。
見上げるとドームの上にオリオン座がまたたいて

いる。昨日張っておいたロープを伝い上に出た所

で休む。予想外に寒く風もあるのでツエルトを被

る。足先が冷たく感覚がないので靴を叩いたりさ

すってみるがあまり効目はない。「寒いし眠いな

あ」というボヤキが口を出る。そうこうしている

と高瀬氏が C2へ戻ると言い出した。調子が良く
ないようだ。それじゃ無理しないで、と握手を交

わし彼は下り始めた。眼下にCⅡの灯りが見え、

彼のヘッドランプが揺れながら遠ざかっていく。

風にバタつくツエルトの裾を巻き込み再びもぐり

込む。「しかしグッチはのんびりしていたね」と、

先日ドームに登ったオラングパーティの話になっ

た。彼らはC2を 9時に出て午後 2時に頂上に立
ったという。「こう寒くちゃ陽があたってから登

ったほうが賢いというもんだな」と思う。彼らは

女性 2人男性 3人でうらやましい位ヒマラヤをエ

ンジョイしていた。「どうです新郷さん、C2ヘ
ー旦戻り暖かくなってから登り直しませんか?ド

ームやったら近いし…」と僕。「どっちでも良か

ですよ」と彼。少し考えやっぱり戻るのは軟弱だ

なと思い登り続けることにした。ツエルトから出

ると空が自み始めていた。 ドームの広い斜面をほ
ぼ真直ぐに一時間程登り大休止。寒さにたまらず

ツエルトを被る。「早く陽があたんねえかなあ」

と震えている僕に新郷さんがテルモスの紅茶を差

し出してくれる。旨い。/やがて周囲の山々がモル

ゲンローテに輝き始め頂きから裾へと広がっていく。

残念ながら僕らのいる所に陽がさすまでは大分時

下記のとおり公式報告会を開催致します。なお、

11月のHAJ東京集会は、この報告会をもってか
えさせていただきます。ふるって御参加下さい。

◇日時 11月 27日 (木)午後 7時～9時

◇場所 東京都勤労福祉会館 (地下鉄日比谷線八
丁堀駅下車徒歩 1分  T

ケダルナート19800公式報告会のお知らせ

間がかかりそうだ。再び登り始める。下る見ると

1人登ってくる。「誰かな」「山田さんでしょう」

果して山田氏だった。 3人で苦しい登りを続けた。

頂上は近いようでつかない。いいかげん嫌になる。

息が苦しくて、足先が痛い。色んな事が次から次

へと頭に浮かぶ。突然、「オーイ出たぞもう少し

だ。/」 という声に振り向くと日蔭の斜面から抜け

出た山田氏がピッケルを振っていた。陽光をあび

たその姿はきらめいて浮かび上がり稜線の向こう

に消えた。「あそこまでがんばろう」そう自分に

言い聞かせまぶしい稜線に出た。靴をぬぐと山田

氏が感覚の失せた足を両手で揉んでくれた。頂上

はそこから左にゆるく登った所だった。 9時 20
分着、「登頂成功./」 の一報を送るとトランシー

バーの向こうから期せずして「バンザイ」の声が

あがった。格別の感慨も無いまま周囲のパノラマ

をカメラに納めてスキーを履いた。この時ばかり

は 2人とも羨ましそうに板を眺めている。さあ滑

降だ/斜面はクラストしていたり吹きだまりがあ
ったり春の自馬岳の様な感じだ。 2つ 3つ弧を描

くとそれだけで息が切れてしまう。下を見るとC

2入 りの隊員が点々と登ってくるのが見える。少

し華麗な滑りを見せようとして滑り出した瞬間転

倒し頭から落ちていった。ャバィ.ノ止まれ。/止ま

れ./と 必死で身をよじり、ガク/と シュカプラに

当って停った。しばらくはそのまま息を弾ませて

いた。「いい格好しようと思ったのがだめだった

んだ」「そうだ山は甘くない。/」 やがて雪を被い

慎重に滑り出した。何度か転びながらC2に着く
とそこには仲間の熱い握手と祝福が待っていた。

一つの山が終ってしまった満足感と虚脱感、そ

れらを交互に味わいながら僕はゆっくりとClヘ

滑っていった。

◇内容 登山隊報告
8ミ リ、 スライ ドlL映

インドヒマラヤ最新情報

◇会費 HAJ会員は無料。会員外は200円。
※申込みは不要です。当日直接いらして下さい。
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帰路キャラバン

私は、BCに入った時体調を崩し、3日 間出遅
れたが、無事ケグルナート・ ドームに登頂できた

ことは幸運であった。 10月 3日 に隊員全員が B

Cに下り、翌日よリキャラバンが始まる。

10月 4日  快晴

朝食は 10時、今日はブジバスまでの予定だが
ポーター達が上って来ず、やっと来た時には午後

3時を回っていた。我々はその間、ボルグリング

等で暇をつぶしていた。結局この日はガウムクま

でとし、出発したが我々がそこに着いたのは 6時

頃で、最後のポーターが着いたのは 8時近くにな

ってしまった。又、ポーターの一部は知らされて

いないのかブジバスまで下ってしまった者もいた。

この日の夕食は9時でマトンカレーであった。

10月 5日 晴れ
いつもの事だが、朝食はチャパティーの取り合

いとなる。20人分のチャパティーを焼くのは大
変な作業と思われる。昨日の一部のポーターがBC

より下りて来るのを待って出発する。今日はガン

ゴトリまでの19物 をランチ無しで歩く。出発して

すぐの沢で、洗髪やら、ひげ剃り、体を拭いて約

20日 間の汗を流す。

遠くなる山々を振り返りながら、何かもの足り

なさを感じてただひたすら歩いた。山腹には紅葉

が広まり、冬が近いことを思わせる。

ガンゴトリに着いて、寺院の前の茶屋で、腹ご

しらえをする。ポカリを食べ過ぎると腹がもたれ

るようだ。ここから見える雪に覆われたスグルシ

ャンとガンゴトリ寺院が印象的であった。

10月 6日  晴れ
ガンゴトリを7時半にバスで出発、1時間ほど

で降り、そこから歩いてランカまで行く、途中、

水のきれいな渓谷が日本の渓谷を思わせる。又、

山形正巳

道の下にはガンガ川が轟轟と流れ、渓谷美と相ま

って遊歩道を歩いている様だ。ランカに 11時に

着く。ここからバスでダブラニまで行くがバスが

くる間に各自思い思いに休む、広場の真中の平な

石の上に隊員 7～ 8人が休んでいる姿は、上野の

サル山を思い出す。正面の岩でボルダリソグを楽

しむ、一緒になった外国人も入り、挑戦したが、

結局登れなかった。バスは 1時半に来て 2時に出

発した。途中ハルシルでロキシーを買う為に、ハ

イポーターのラジュとポーター1名が降される。

ダプラニには 6時着、巡礼宿に泊まる。星の下で

の夕食は今日が最後となる。 10時にラジュとポ
ーターがやって来た。ハルシルよリダブラニまで

は約 20勧を4時間で来た事になる、早速彼らに

感謝してロキシーを頂く、煙っぽく、それほど強

くないが気持良く休む。

10月 7日 晴れ
今日は、プキまで歩きバスでリシケシまで行く

途中、道路の工事が急ピッチで進んでいる。ここ

が開通すればアプローチも短縮されるだろう。

ブキに 11時に着く、ここで道か ら少し上った
診療所の様な所に整備された温泉に入る。湯温は

40℃位、イオウ臭くはないし湯量も多い。イン
ドヒマラヤで温泉に入れるとは、最高の気分であ

つた。しかしここでは湯に入る時に何かを身につけ

ていなければならないそうだ。

来る時にはここまでバスは来られなかったが、

道が補修された為、モージェントのバスが待って

いる。腹ごしらえをしてバスに乗込む。ウッタル

カシを飛ばしてリシケシに午後の 10時に着いた。
10月 8日 にニューデリーに着き、翌日タジマ

ハルホテルでパーティーを開く。無事に登山が終

了し成功した事に乾杯をする。
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▲第 2次登頂メンパーとなった木村隊員

先頭を歩く角田さんの姿が稜線に消え、続く豊

ちゃんの姿も。「あともう少し、頑張れ/」 と自

分自身に言い聞かせながらラッセルされた頂上へ

の道を一歩一歩踏みじめながら歩いた。やっと稜

線の上までくるとみんながいない。左手へ歩いて

いく。「なんだ、ここではないのか」と少 落々胆

しながらも、みんなと同じように平らな雪面を歩

き始めた。前方に、先に登った仲間の顔が見える。

こちらを向いている。手を振りながら笑っている。

叫んでいる。「そうだ。あそこだ、頂上は」、雪

面と仲間の顔を交互に見ながら歩く。もう少し、

もう少し……………頂上だ。頂上に立っている。

信じられない気持とうれしさで、私は仲間と抱き

合って感激をわかち合う。後ろから仲間が続く。

「○○さ―ん」私は、先の仲間がやってくれたと

同じ様に叫ぶ。「頑張って/」 、また一人、また

一人登頂者がふえていく。最後に、隊長の尾形さ

んの姿が見え、今日登山した全員が登頂したこと

を知る。「 うれしい。/」 みんなが同じ感激、感動

を持てたことが。

実は、何をかくそう、五月の富士山合宿で、私

は頂上に立つことができなかったのです。みんな

が登山の様子を興奮と疲労の交った調子で話して

いる中で、とても寂しい思いをしたことがあった

のです。その後、この登山学校に参加しようかど

うか悩んだ時期がありました。山行経験も浅く、

ピッケル、アイゼンワークも今回が初めてだった

のです。私にヒマラヤは遠すぎる。

でも、山を見るだけでもいい、キャラバンを経

験するだけでもいい、とにかくヒマラヤヘ行って

見たい。この体で感じて見たい。そう自分自身の

気持を整理したら気持が楽になり、
tt仲
間に迷惑

登頂の感激

木 村 陽 子

かけず登れる所まで登ろう"を私自身のキャッチ

フレーズと決め、参加することにしたのです。こ

んな私が登頂できるなんて。本当にうれしさで一

杯です。

幸いにも、一度も高度障害にかからず、一日顔

のむくみと、胃痛がひどくレストをとった程度で

済み、体調の良さも私の登頂への大きなウェイト

を占めていたようです。そして期間中天候も良く

あらゆる点で私にとって恵まれた登山であったよ

うに思います。

今、この登山を振り返り考えることは、登頂で

きた喜びもさることながら、この登山を通し多く

の仲間に出会うことができたすばらしさです。こ

れらの仲間との思い出は、私の一生を通して、忘

れることのできないものになるでしょう。一つ、

一つの体験、経験を、一人一人の人との出会いを

大切に、これからも新たな夢に向って生きていき

たいと思います。

最後に隊長、副隊長、イノストラクター、そし

て仲間の方々に感謝の気持を込め、心よりお礼を

申し上げたいと思います。

、≪隊構成≫ 隊長 尾形好雄(32)冨 1隊長 山田
昇(30)イ ンス トラクター 角田不二(28)
隊員 大野広美(37)、 新郷信廣(36)、 飯田徳治
(34)、 遠藤喜重郎(33)、 宇佐美博康(30)、 関久

夫(29)、 高瀬敏久(29)、 菊池春枝(29)、 野畑浩

之(27)、 山形正己(25)、 九誠一郎 (25)、 木村陽

子(25)、 熊谷洋(24)、 斉藤光明(23)、 藤岡明生

(23)、 村上豊子(23)、 北出昭彦(22)。
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東京都山岳連盟海外登山研究会報告
10月 24日 (二D～ 25日 (日)にかけて、都岳
連ではすっかり恒例となった海外登山研究会が開

催された。会場も例年どおリオリ/ピ ック青少年

センターで、約 80名が参加した。以下はその報

告である。

● 10月 24日 (=L〕

斉藤一男都岳連会長のあいさつで開会し、参加

者紹介があった後、3隊から登山報告が行なわれ

た。

①ラムジュン●ヒマール (法政大学 )

プレモノスー/期にネパールのラムジュ/ヒ マ

ール峰 (6,983m)の北稜の初登はん(頂上第 4登 )

に成功した同隊の記録を、隊長の柏木恒造氏が 8

ミリを駆使して報告した。ルートは北稜の最上部

が急峻な氷壁となっており、この間 (C3～ C4)
のルートエ作に苦労したとのこと。

②ケグルナート・ ドーム (日 本山岳会婦人部 )

ポストにはHAJの登山学校隊が登頂したこの
山に、同隊はプレモノスーン期に登った。報告は

隊長の高本信子さんがスライドを使って行なった。

③ジュトマル・サール (東京志岳会 )

今夏、カラコルムはヒスパー山塊の未登峰ジュ

トマル●サール (7,330m)に 78年に続いて 2度

めの挑戦で初登頂を手中に収めた同隊の記録。

報告は杉本忠男隊長によって、78年からの経

緯とともになされた。たった 3人で、雪崩の危険

『
ゅゅ―  原 稿 募 集
ニ ュース  ヒマラヤ (中央アジア含む )の各地域の社会情勢・現地事情 (入山事情 )の変化、日本を含

む各国登山隊の動勢、その他気のついた事をお知 らせ下さい。ニュー
スソースも併記して下さい。

紀  行  遠征、トレッキング、旅 etc・ ……。
ヒマラヤ及びシルクロードに関する地域なら何でも結構です。

tt記
録 "ではなく"紀行 "と してお気軽に

御投稿下さい。400字詰原稿用紙 6～ 8枚程度、横書きでお願いします。

日本からしマラヤから  ヒマラヤ等に出かけた際の印象、現地からの便り、ヒマラヤに関して日頃思っ

ていること何でも結構です。「ヒマラヤ」編集部やHAJに対する提言などもお寄せ下さい。

またヒマラヤ地域へ出かけられる方、ハガキで結構ですから御一報下さい。

★ 投稿は会員、非会員を問いません。採用分には掲載誌を贈呈致します。

★ 送り先〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1 淀橋食糧ビル 506

日本ヒマラヤ協会「 ヒマラヤ」編集部 

の多い同ルートを巧みに登りきった報告は迫力が

あった。

● 10月 25日 (日 )

午前中は分科会形式で行なわれた。

① トレッキング許可で登れる山の諸問題

角田不二委員の司会で、藤倉和美、小松幸三両

パネラーを中心に、渉外問題からざっくばらんに

安く行く方法、また6,000メ ートル峰に短期間で

少ないメンバー、少ない物資で登る際のタクティ

ックス上の問題点などをディスカッションした。

②中国の登山の諸問題

来年は日本から10隊 と、今や人気絶頂となっ

た中国の登山について、京都山岳会の遠藤京子さ

ん、チョモランマ隊の磯野剛太氏、 岡島成行氏
(読売新聞社 )を囲んで行なわれた。手続きのこ

と、高いといわれる経費の問題点、アプローチと

トランスポート、また中国側の協力要員について

などが話題となり活況を呈した。

午後からは、水野勉氏を講師にむかえて「中国

の山々」と題する講演が行なわれた。現在解禁さ

れている山を中心に、過去の探険と登山の歴史、

今後の新ルー トの可能性、地図の空白部について

など、興味深い話題が提供された。

最後に本多昭一都岳連副会長のあいさつで、午

後 3時 15分閉会した。    (文 責 :角田 )

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

δ
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XEX

実 践 篇

タクテ ィックスについて(2)

清水 澄

でなく急峻な雪壁の堅雪にも足場刻みが必要とな

る。この場合は氷壁よりも仕事はやり易いが、距

離は長くなることが多いので根気を要す。ルート

開拓のスピードは速い方が良いに決っているが、

手抜きをしてスピードを上げても、危険が潜在す

るようでは困るので、充分な検討をしよう。

ルート開拓がどんどん捗ると、前線への荷上げ

もどんどん行なわなくてはならない。荷上げが間

に合わなくなれば物資不足となり、結局ルート開

拓と工作は一時停止されてしまう。そして適度に

物資が集積されるまで待つことになってしまう。

これでは登山の能率は上らない。

逆に荷上げ物資はどんどん集積されるのに、ル

ー ト開拓がその困難さに阻まれている場合はもっ

と困る。登山の見通 しが立たないあせ りが隊員間

に生 じ、心理的な不安定が二次的な問題を生じさ

せ易いことが一つ、ムダな物が上った りすること

が二つである。

従ってルート開拓のスピードは遠征隊にとって

相当に重要な問題である。ルートの延びと荷上げ

のパランスは、隊長や登はん隊長、荷上げ管理者

などの大きな任務である。

ルート開拓のスピードを決める要素としては、

地形、ルートの位置、傾斜、岩や雪氷の撰択など

と、隊の技価、人員、ローテーション、それに気

象である。遠征の完結を直接に左右するだけに充

分な検討と運営が必要となる。

荷上げ の方法 と適時性

ルートを開拓し、「道路」として通れる様に工

作するに従い、前線を延して行く為に荷上げを進

めなくてはならない。 ヒマラヤ登山で一般的にと

られる極地法では、前線に向ってキャンプが何カ

所かに作られる。登山基地としてのベース・キャ

ンプからルートの延びに従って、第 1、 第 2、 第

3と いうようにキャンプが作られ、それぞれのキ

ャンプは互いの間の交通を確保しつつ、前線への

物資を送 り、前線から帰った者の休養所となるの

である。従ってこれら各キャンプが有機的につな

がり、連係を保たなくてはならない。前線への荷

上げは補給の意味で重要なのである。ベース・キ

ャンプから送り出される荷物は、下のキャ/プほ

遠征学入門

ル ー ト開拓 のス ピー ド

ルートに種々の工作を施しながら新境地にルー

トを延して行くことは、非常に楽しいことである。

何となくフロンティア●スピリットを満足させら

れるのであろう。清浄な白一色の雪原に自己の足

跡をつけることの雄大さは、ルート開拓に従う者

の特権である。その楽しみの為に私などは冬山に

行き、ヒマラヤに行く方なのかも知れない。

ルート開拓は工作物の多少によって、スピー ド

が左右される。困難なルートは勢い工作物も多く

要し、労力がかかる。工作物が少なくても、足場

(ス テップ )刻みを必要としたり、ラッセルの深

い所もまた同じである。足場刻みは隊員の技価、

使用する期間、荷上げ物資の量などによって、大

きさ、間隔などと共に要、不要が定められる。叉

シェルパなどの高所ポーターを使用すること、隊

員でも極度に疲労した時のことを考慮して、安全

に登降を約束してくれるものにしよう。バランス

の補助にロープをセットする時は、結び玉を適度

な間隔で作った方が有用な場合もある。氷壁だけ
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ど多い訳で、従って多勢で上へ荷上げしなくては

ならない。最前線で必要とする物資は、すぐ下の

キャンプに準備されているのが良いのである。

ここで当然理解出来ることは、荷上げは先の物

資の必要性を見込んで、先行していなくてはなら

ない点である。ベースからの荷物が最前線に着く

までに3日 も、4日 もかかるようになると「それ

足りない、やれ必要だ」と云っても、すぐには間

に合わない。その上、高所に行けば行く程、一人

当りの荷上げ能力も少くなるので、なお更にこと

はむづかしくなる。充分な管理と計画性をもたな

くてはならないのである。

荷を上げる行為そのものは単純な作業であるが、

総体の管理となると、隊の規模が大きければ大き

い程複雑になる。食糧、燃料の消費量の狂いや、

ルートに必要となる装備の量は、常にチェックを

して把握を心がける。これは一見簡単のようであ

るが、隊が 30人、50人となるとなかなかに厄
介である。キャンプ間は常に人が移動して人員が

狂うので、一日当りの消費量は的確につかめず、

それが 1週間、 10日 となると全然わからないも
のになってしまい易いことを、知っておきたい。

荷上げ物資の順序としては、ルート開拓及び工

作の資材が第一であり、次にルートが延びてキャ

ンプを作ることになると、幕営、生活資材と次な

るルート用の資材ということになる。これの繰り

返しでルートが延び、キャンプが幾つか出来てア

タック段階となる。アタックに必要な物資は、下

部キャンプを転々と上げられ、最終キャンプが出

来た時、間を置かずその下のキャンプから上げら

れる様に配慮されていなくてはならない。

荷上げでは上部キャンプで必要となる物がすぐ

に間に合う様に、そのすぐ下のキャンプにストッ

クされていたい。その為には、計画的に次に必要

になる物を見込んで荷を上げていることと、毎日

夕刻に於ける各キャンプ間の無線通信による打合

せが大切である。そうして大規模な隊であればあ

る程、これの管理に当る者は、各キャンプの物資

在庫量、消費量、補給量を台帳に記載して、その

流れを的確に把握しなくてはならない。下部のキ

ャンプ程、上部へ上って行く物資の通過量が多い

ので複雑さを増す。しかも各キャンプに滞在する

隊員は、その日に上部へ上げた物資さえ憶えてい

ないと云った事もあり悩ませられる。消費する食

糧はレーション化すると比較的単純となるが、こ

れとてしまいにはレーショノ崩れの半端物が多く

なり、整理がつかなくなってしまい易い。

必要な物がすぐに揃ってこそ荷上げの適時性が

保たれている′というものであるが、それは一にも

二にも管理能力の如何にかかっていると云ってよ

い。前進キャンプが 2つ以下で済む様な中高度の

登山では、さして問題とはならないことも、山が

高くなればなる程に大きな問題として、クローズ

アップされてくる。

筆者がさる8,000m峰で行なった例を参考まで

に供してみよう。 BCに於いては、前進キャンプ

に上る荷物をキャンプ毎に一日で解る様に、別々

の場所に野積み (約 6 tOn)。 cl建設 2日 目に C

l入 りし、順位をつけたCl物資を BCか ら荷上

げしてもらい、中途からC2物資にした。 Cl物
資の順位は、幕営、生活、食糧等をとり混ぜて 1、

3、 4、 6・・…。とし、 2、 5は C2ま でのルート

エ作用の登はん用具や資材であった。Clがある
程度、拠点としての機能を果す物資を集積したら、

C2以上の物資を残りのCl物資よりも先に荷上

げした。C2以上の物資はClの物資とは別に野

積みして混同を防いだ (約 4 ton)。 Clで C3
以上の物資を再調整 (計画の遅延等に対する処置 )

し、この時点で登はん、工作用具はキャンプ物資

から外して独立させた。 Clに於ける食糧、燃料

等の消費量は、 3日 おきにチェックし、修正した。

これはC2でも同様、以後は毎日とした。
C2は予定地到達後、3日 間物資を集積してか

ら建設し、直ちにC2入 りして上部の工作、荷上

げを司どった。ここでの方法もほぼ Clと 同じだ
ったが、上部キャンプヘの物資は更に厳しくチェ

ックして、重量軽減を行った。以下 C3でも同様
であったが、ここでは C4以上の荷物は厳選され

ていたので、その要はなかった。ちなみに最終の

C5へは 63り (o2含 )の荷上げであったが、
戦力としては、ギリギリの限界であった。筆者に

とって管理は、前進キャンプでの方がやり易かっ

た。自分自身が荷上げに加わって、前線を見て来

れる安心もメリットであったようだ。
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連載 3

ネバールヒマラヤ

BCよ リコンデ・ り・ ロー峰と南稜末端のビーク

コンデ・ り(又はクワ/デ )は 、ロールフリン

山群にあって、その東部に位置しており、主峰は

ロー峰 (6,187m)と シャー峰 (6,093m)の双耳峰

からなり、北にヌプ峰 (6,015m)、 南にヌプラ峰

(5,885m)を従 えた山塊である。ナムチェから

眺めるコンデ eり はボデ・ コシの流れを隔てて、

その東面の岩壁が城塞のように黒々とそびえてい

る。その高度差 2,000m近い岩壁は、圧倒的な風貌

をしており、近寄りがたい感じを与える。

アプローチ

コンデ●りの登路としては、この威圧的な東面

とは対象的な、牧歌的雰囲気を持つルンデン・ コ

ーラが良い。モロ峠 (4,343m)、 又はルンデ /峠

(4,516m)〔 こちらは少し荒れている〕を越えて、

ルンデン・ コーラに入る。ここは夏の間、シェル

パ達の放牧場になる所で、ルンデン●カルカには

石積の家が 3～ 4軒あり、彼等は、羊を追って上

トレッキング許可で登れる
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6187rn
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口‐口さ
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ノ

●

岩橋 崇 至
部のモレーン丘にまで上っている。峠から俯跛す

る谷は、明るく開け、正面にはカリヨノ、その左

手にカタング、北は登路となる大きな滝のかかる

壁 となり、その向うに、真自なヌプが見える。ル

/デ ン・ カルカまでは小径がついている、カルカ

より滝までは、ル /デ ン●コーラの左岸をグラダ

ラ登る。滝つばか らは、岩壁をへつるように踏み

跡が草付きを昇ってお り、下部の滝を登 りきった

所で、流を渡 リスラブに取 りつく。さらに丘陵を

登 りきると、 4,800mの氷河湖のある台地となる。

BCは 、右手の岩 クズの重なり合ったモレーンを

抜けた草地が良い。ここはコンデ・ りを正面に、

ぐるりをロールフリンの峰々に囲まれ、飲料に適

した流水も近くを流れている。

BCよ りAC
ルートは東のモレーン丘を登り、ピーク5,153

mと ピーク5,253mの間の小さな滝 のかかる沢を
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シャー峰へは、上罰S氷判湖よリコンテ ●ロー氷

河に入 り、ロー峰 とシャー峰のコルに出て、シャ

ー峰に至るルー トとロー氷河より南々東稜に取 り

っくルー トが考えられる。このコルからロー峰へ

は、 BCよ り眺める限 り可能性のある稜線だが、
山頂か ら俯跛すると、山頂に続 く雪稜はカミソリ

のよ うに薄いナイフリッヂで、起伏 も大きく、

大変困難なルートである。

コンデ・りを登るにあたって

キャラがンがなく、いきなり登りにかかる為、

モロ峠を越す時に、十分高度順化をしてから、ル

ンデン●コーラに入ること。峠を越してしまうと

まるで別世界に入った感が強くなり、アクシデン

トのあった時、峠を越えることは大変である。

BCへの登路である滝のある場所は、雪がなけ
れば、なんでもない所だが、一度、雪が積ると、

最悪のスラブと草付きになる。叉、ズック靴をは

いたポーターにとって、峠越えは、最もきらう条

件なのでなかなか動いてくれない。

気温は、 10月 下旬までは、下ってもBCで一
10℃位だが、 10月 中旬になると、-15℃ ～
-20℃ 位まで下ると見た方が良い。コンデ ●リ
の登路は南西面に広く開けている為、日が当ると

つめる。滝を抜けるとコンデ ●ロー氷河の舌端の

氷河湖畔に出る。この湖の左手を巻き、雪原を ト

ラーバスして、南稜の基部に至る。ここからは氷

河横のスラブ帯を登 り、 ピーク5,153mの 北側の

コルに出る。ここがACと して良い。

ACよ り山頂ヘ

ACよ りすぐ上部は岩稜帯となる。ここは右手
の雪渓に入り、岩稜を巻き終った所で、稜線に戻

る。 1ピ ッチほどの岩を越し、200mほ どの雪稜

を登ると、ルンゼになる。このルンゼとその上に

続く雪壁は、50度前後の斜面となり200mほ どの

フィックスのほしいところで、ここを登ると、山

頂へ続く上部雪稜末端の小さな台地に出る。雪稜

はこの先、左手より突きあげる尾根と合流する付

近より、急傾斜のナイフリッヂとなり、風の影響

を受けて、雪庇となっている所もある。ここから

山頂にかけては、左手はヌプ氷河まで約 1,000m

ほど切れ落ち、右手はコンデ・ ロー氷河のクレバ

ス帯が広がり、高度感のある登りとなる。山頂直

下には、20mほ どの岩峰が出ており、取りつきが

悪い。山頂は狭い岩峰で 1人がやっと立てるほど

である。
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みるまに気温が上 り、降った雪も、 1日 でほとん

ど消えてしまう。しかし雪原は、雪が降るとルー

トは消えて、新しい道をつけるのが大変なので、

標識を沢山用意した方が良い。途中のモロ 0カ ル

カ付近に適当な竹がある。

ACか ら上部は、我々が登った時は、記録もな

く、情況もわからない為、より安全を期すため、

600m持 っていったフィックスを全部張って登っ

たが、ルンゼから雪壁にかけての 200mと 、雪庇

の張り出している付近 200mほ どは持って行った

方が良い。

ハーケン類は、 ロックハーケ/と スノーハーケン

を少し使用したが、一番役立ったのは長いスノー

バーで、 25本では足りないぐらいであり、フィ

ックス張ったあとは、ユマールの偉力は抜群であ

った。

コンデ。りの東面からは、岩稜が何本もあり、

魅力ある岩壁だが、かなりのアルバイトが必要。

我々が、ルムデン側から、登頂をねらっている時

に、イギリス人の 2人がターメより、9日 間かけ

「ヒマラヤ」
「 ヒマ。ラヤ」表紙の写真は会員の皆様より広

募したものを、毎月一作づつ掲載する予定でお

ります。ふるって御応募下さい。採用分には全

国共通図書券を差しあげます。

≪規 定≫
(1)モ ノクロでキャビネ判以上であること。

(2)被写体は広義に解釈したヒマラヤ地域のも

のであること。

(3)未発表であること。

てシャー峰に登頂して、コンデ●ロー氷河を下り

てきたが、これからの少人数でのヒマラヤのパリ

エーション山行として面白い試みをしていると思

いました。

資料をいろいろ調べてみると、これまでの記録

は 1972年に ドイツ隊がロールフリン●チューか

らテシ・ ラプツァを越えてナムチェに入り、ルム

ディ/・ コーラよリコンデ●口氷河に入り、南南

東稜よリシャー峰に登頂した記録と、 1975年の

ポスト0モ ンスーンに日本 0ネ パール合同隊がネ

パール国王の戴冠式を記念して、やはリシャー峰

に登頂した記録があるだけで、主峰のロー峰には

記録が残ってなかった。トレッキング●パーミショ

/で登ることが解禁された 1978年の最初のパー

ティの 1つであった我々3人が、コンデ・ りの主峰

を訪れた最初のパーティであった。 ドゥ・ コシに
沿って、クンプに入る登山隊がまず目にする山は

コンデ 0り の最南端にあるヌンブルで、ナムチェ

西に答えるこの山塊の主峰が、これまで未登であ

り、それに登頂できた我々は幸運であった。

表紙写真募集
(4)な るべくあまり知られていない角度からの

写真、あるいは未知の地域の写真を期待し

ます。雑誌、広告等で頻繁に見うけられる

ような写真 (例 :カ ラパタからのエベレス

ト)な どは御遠慮下さい。

≪送り先≫

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル 506号

HAJ「 ヒマラヤ」編集部
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ゆ‐ 寸 感

★春につづいてまた 1カ 月ほど編集をあけてしま

いました。出かけた先のガンゴトリはまさに日本

隊ラッシュ。 トランシーバーをONにすると、日
本隊どうしの混線があったりして「こりゃあ正月

の穂高だな」などといってニガ笑いしたものです。

そんな中でちょっと異色だったのが、オランダか

らやってきた 5人組。男 3人と女 2人のパーティ

ーで、 40年配の隊長さんは「 ワタシタチハヒマ

ラヤフエンジョイスルタメニヤッテキマシタ。ダ

カラ、サムイアサハウゴキマセン」などとのたま

ってらっしゃる。行動開始は常に午前 9時。アタ

ックの日でもこのベースを崩さない。それでもち

ゃんと5人全員ケグルナート・ ドームに登って来

ました。そうして皆とても楽しそうなのです。気

負いもてらいもなく、たんたんと自らの山登りを

楽しんでいるという感じです。個人個人が自分の

行動に責任を持ち、他人に頼らず迷惑をかけない

という姿勢と力がなければできないことですが、

何か本質的なところで日本人にはあのようなムー

ドが欠如しているような気がしました。 (F)

務 局 □ (10月 )
1(水)登山学校隊ケグルナート・ ドーム(6,331m)

に登頂、第 1次 3名。

2(木)第 2次登頂 16名。
11(」∋登山学校隊帰国。

13(月 )「ヒマラヤ」 11月 号刊、発送。
器 (木)カ ンチェンジュンガ企画会議 (資金検討 )

25(―D日 本ヒマラヤ会議高知会場開催。

26(日 )日本ヒマラヤ会議福岡会場。

27(月 )長崎ヒマラヤ集会。

30(木)東京ヒマラヤ集会。

ヒマラヤ肱109(12月 号)
昭和55年 11月 10日 印刷 55年 12月 1日 発行

発 行 人  柴 田 金之助
編 集 人  角 田 不 二
発 行 所  日本ヒマラヤ協会
〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル506号

郵便振替 東京 0-48954「日本ヒマラヤ協会」

日

Travels

―
シカール・ トラベル

ー
″魅惑の

インド ヒマラヤ″

シッキム・ ブ ータン・ ガ ール ワール・ クマ オ ン

クル ●マナ リ・ ラダック・ ネパ ール・・ o・ ・
へのトレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。

銹飯貯

KUMAR
(MANAGING DIRECTOR)

TRAVELS PRIVATE LIMITED

l,701, Nirmal tOwers,

26 barakhamba rOad ne■・ delhi-110001

t el. 42555,42666 telex 031~4364 SHIK IN Cable SHIKHE

Branch office:GangtOk

Camp Office:JOshimath&Uttarkashi
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学研の山岳地図集成シリーズ
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輸学研美術販売
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ヒマラヤヘの装備

◎遠征隊の装備、相談にのります。

づひJ五万嘉χだ―〃
●新宿登山本店/〒 160東京都新宿区百人町 2-2-3803(208)6601は )

●新宿西回店/〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7●03(346)0301
0水道橋ハードギアショップ/〒 101東 京都千代田区三崎町 2-8-14803(264)5575

0水道橋ソフトウェアショップ/〒 101東京都千代田区三崎町 2-8-6● 03(264)8901
●大宮店 /〒 330埼玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

0高崎店 /〒 370群馬県高崎市新町10580273(27)2397

●ICl通販部 /〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ビル内容03(2oo)7219

用昌本店

テニス用品

スキー

大久保通り

rC7サッカー・野球用品

至右松町
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your palace in the sky

zrR-razra ROUTE MAP

ヒマラヤとアルプスヘの登山は、名古屋の科井(HAJ会員)ま で、お問い合わせ下さい。

名古屋●中村区名駅四丁目7--35ホ テルニューナコヤ 747号室 〒4508(052)583-0747

世界の43都市をネットする
京

浜

阪

戸

岡

東

横

大

神

福

●千代田区有楽町日比谷パークビル  〒100o(03)214-7631
0中区常磐1 2関内日本ヒル    〒2318045)651-2874
0東区備後町松豊ビル        〒541● (06)264-1781
0葺合区布引2-1-3新 布引ビル   〒6518(078)222■ 919
0博多区博多駅前1-321八 重州ヒル 〒812● (092)471イ 172
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